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２．調査結果 

2-1. 単純集計結果（消防団） 

 

＜消防団活動について＞ 

問３ 地域の自主防災組織から消防団に期待されていることは何だと思いますか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「消火に関する知識や技術を教

えること」が 67.9％と最も高く、

次いで「防災に関する基礎知識を教

えること」（56.0％）、「自主防災組

織の活動に積極的に関わること」

（52.0％）の順となっています。従

来の訓練実施に加え、消防団の半数

以上において、自主防災組織との積

極的な関係構築を意識しているこ

とがうかがえます。 

 

 

 

 

 

＜自主防災組織の理解について＞ 

問４ あなたの地域の自主防災組織がどのような訓練を実施しているか、わかる範囲でお答え

ください。〔該当するものすべてを選択〕 

 

「消火・放水訓練」が 66.3％と

最も高く、次いで「避難訓練」

（ 63.7 ％）、「応急救護訓練 」

（40.3％）の順となっています。一

方、｢どのような訓練を実施してい

るのかわからない｣という意見も

10.9％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

11.9%

22.3%

4.0%

66.3%

17.2%

40.3%

35.5%

9.3%

14.6%

11.4%

4.0%

2.1%

10.9%

0.0%

63.7%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80%

避難訓練

災害時要援護者の避難支援訓練

図上訓練

避難所開設・運営訓練

夜間訓練

消火・放水訓練

救出・救助訓練

応急救護訓練

炊き出し訓練

被害情報収集訓練

安否確認訓練

連絡網等を使用した情報伝達訓練

その他

行っていない

どのような訓練を実施しているかわからない

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=1,263）

39.8%

45.4%

13.5%

25.7%

40.6%

25.7%

52.0%

37.1%

1.9%

0.5%

1.1%

56.0%

67.9%

0% 20% 40% 60% 80%

防災に関する基礎知識を教えること

消火に関する知識や技術を教えること

救出・救護に関する知識や技術を教えること

資機材の取扱い方法を教えること

訓練の企画方法を教えること

活動時の安全確保に関するルールを教えること

地域の避難所・避難路・危険箇所などの情報を教えること

災害時要援護者の避難支援方法を教えること

自主防災組織の活動に積極的に関わること

地域の行事に参加するなど住民との交流をすること

その他

特にない

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=1,535）
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＜消防団と自主防災組織の関わりについて＞ 

問７ あなたの分団は、地域の自主防災組織とどの程度関わりがありますか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「地域で一緒に訓練を実施して

いる」が 56.0％と最も高くなって

いる一方、「日頃から防災等につい

ての話し合いをしている」は9.0％、

「災害時の役割分担を決めている」

は 6.1％と低く、地域の自主防災組

織との関わりがないと判断される

「地域の自主防災組織役員と面識

はあるが、防災について話し合った

り、一緒に活動したことはない」と

「地域の自主防災組織と面識がな

い」の回答は、合わせて 35.5％を

占めています。 

 

 

問８ 今後、消防団と自主防災組織が共同で取り組むべきと考える訓練の内容をお答えくださ

い。〔該当するものすべてを選択〕 

 

「避難訓練」が 62.9％と最も高

く、次いで「消火・放水訓練」

（52.3％）、「災害時要援護者の避難

支援訓練」（48.3％）の順となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.8%

32.6%

19.9%

52.3%

36.9%

40.8%

21.5%

26.8%

36.1%

30.8%

2.1%

1.6%

1.6%

62.9%

48.3%

0% 20% 40% 60% 80%

避難訓練

災害時要援護者の避難支援訓練

図上訓練

避難所開設・運営訓練

夜間訓練

消火・放水訓練

救出・救助訓練

応急救護訓練

炊き出し訓練

被害情報収集訓練

安否確認訓練

連絡網等を使用した情報伝達訓練

その他

特にない

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=1,643）

20.2%

6.1%

19.6%

25.7%

9.8%

5.8%

2.9%

56.0%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80%

地域で一緒に訓練を実施している

日頃から防災等についての話し合いをしている

自主防災組織役員を兼ねているメンバーがいる

災害時の役割分担を決めている

訓練に限らず、地域の様々な活動を一緒に行っている

地域の自主防災組織役員と面識はあるが、防災について話し
合ったり、一緒に活動したことはない

地域の自主防災組織役員と面識がない

その他

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=585）
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＜消防団のスキルについて＞ 

問２６ 自主防災組織や地域住民にアドバイスする能力を向上していきたい内容はありますか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「初期消火（ポンプ、消火栓等使

用）」及び｢ＡＥＤの使い方｣が同数

で 52.8％と最も高く、次いで「初

期消火（消火器、バケツリレー）」

（47.5％）、「心肺蘇生法」（45.9％）

の順となっています。消火や応急救

護に関する訓練の割合が 5 割程度

を占め意識が高い一方で、｢安全管

理｣については、1 割程度と低くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

問２７ 今後消防団員としてスキルアップしていきたい内容はどのようなことですか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「消火技術」が 56.2％と最も高

く、次いで「救助・救出技術」

（55.2％）、「応急手当」（45.6％）

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.2%

24.7%

41.1%

41.4%

45.6%

37.4%

19.1%

26.3%

34.7%

19.9%

1.9%

12.5%

56.2%

42.7%

0% 20% 40% 60% 80%

消火技術

救助資機材の取扱

救助・救出技術

防災倉庫の資機材の取扱

ＡＥＤの使い方

心肺蘇生法

応急手当

要援護者の避難支援方法

土のう積み

安全管理

情報収集・伝達

安否確認

その他

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=1,729）

28.6%

34.7%

26.5%

52.8%

45.9%

45.4%

24.1%

22.3%

15.1%

24.1%

18.0%

11.4%

11.9%

0.5%

13.0%

47.5%

52.8%

0% 20% 40% 60% 80%

初期消火（消火器、バケツリレー）

初期消火（ポンプ、消火栓等使用）

救助資機材の取扱

救助・救出技術

防災倉庫の資機材の取扱

ＡＥＤの使い方

心肺蘇生法

応急手当

要援護者の避難支援方法

土のう積み

安全管理

情報収集・伝達

安否確認

HUG（避難所運営ゲーム）

DIG（簡易型図上訓練）

その他

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=1,790）
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問１１ 今後行いたいと考えている訓練の内容をお答えください。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

問７で行っている訓練の上位の

「避難訓練」（40.3％）、「消火・放

水訓練」（29.9％）が高い一方で、

「災害時要援護者の避難支援訓練」

（ 30.0 ％）、「安否確認訓練」

（25.8％）、「避難所開設・運営訓練」

（23.1％）など、より幅広く取り組

もうとする意欲的な組織も多く見

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 防災訓練以外にどのような防災活動を行っていますか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「備蓄の整備や点検」が 36.4％

と最も高く、次いで「研修会等の開

催や参加」（29.2％）、「災害時要援

護者台帳等の作成」（27.7％）の順

となっています。一方で、「特にな

い」との回答が 17.0％あることか

ら、訓練以外の活動の活性化を図っ

ていく必要があると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.8%

5.6%

9.3%

27.7%

29.2%

36.4%

12.2%

9.5%

9.9%

25 2%

5.4%

17.0%

2.5%

21.3%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80%

防災マップの作成

地区避難計画の作成

避難所運営マニュアルの作成

防災マニュアルの作成

タウンウォッチング

災害時要援護者台帳等の作成

研修会等の開催や参加

備蓄の整備や点検

防災に関する広報紙の作成・配布などの啓発

家屋の耐震化、家具固定の促進・指導

火災報知機設置の促進・指導

地域の巡回、巡視

その他

特にない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=5,240）

9.9%

23.1%

10.6%

29.9%

19.7%

24.8%

21.2%

15.4%

25.8%

19.7%

3.8%

8.2%

3.5%

40.3%

30.0%

0% 20% 40% 60% 80%

避難訓練

災害時要援護者の避難支援訓練

図上訓練

避難所開設・運営訓練

夜間訓練

消火・放水訓練

救出・救助訓練

応急救護訓練

炊き出し訓練

被害情報収集訓練

安否確認訓練

連絡網等を使用した情報伝達訓練

その他

特にない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=6,553）
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問１３ 今後取り組みたいと考えている防災訓練以外の活動はありますか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「備蓄の整備や点検」が 21.4％

と最も高く、次いで「研修会等の開

催や参加」（19.1％）となっていま

すが、問 12と比べると、「地区避難

計画の作成」、「避難所運営マニュア

ルの作成」、「家屋の耐震化、家具固

定の促進・指導」などが大幅に増え

ており、活動の幅を広げたいと考え

ている組織が多いことがうかがえ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜自主防災組織リーダーについて＞ 

問１４ あなた（自主防災組織リーダー）は、平素から地域でどのような活動をしていますか。

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「消防団等の関係機関と連携を

図っている」が30.8％と最も高く、

次いで「地域の防災上問題のある箇

所の把握や改善を行っている」

（29.6％）、「防災訓練の企画や運営

を行っている」（29.5％）の順とな

っています。 

また、実災害での経験者は少なく、

「特に何もしていない」や「わから

ない」との回答が合わせて 24.2％

あることから、リーダーに対する研

修や活性化に向けた支援が必要と

思われます。 

 

 

 

15.1%

7.5%

6.3%

16.7%

19.1%

21.4%

9.8%

18.8%

9.4%

18.2%

3.0%

15.3%

4.6%

16.4%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80%

防災マップの作成

地区避難計画の作成

避難所運営マニュアルの作成

防災マニュアルの作成

タウンウォッチング

災害時要援護者台帳等の作成

研修会等の開催や参加

備蓄の整備や点検

防災に関する広報紙の作成・配布などの啓発

家屋の耐震化、家具固定の促進・指導

火災報知機設置の促進・指導

地域の巡回、巡視

その他

特にない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=4,556）

28.2%

29.5%

30.8%

6.3%

20.5%

3.7%

3.6%

2.7%

25.3%

29.6%

0% 20% 40% 60% 80%

防災に関する知識や技術を、自主防災組織のメンバーや住民に
伝えている

地域の防災上問題のある箇所の把握や改善を行っている

災害時要援護者の把握や対応の検討を行っている

防災訓練の企画や運営を行っている

消防団等の関係機関との連携を図っている

災害が発生した際に指揮した経験がある

特に何もしていない

わからない

その他

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=4,128）
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問１６ 県や市町が実施する自主防災組織リーダーを対象とした研修等で学ぶとすれば、何を

習得したいと思われますか〔該当するものすべてを選択〕 

 

「 防 災 に 関 す る 基 礎 知 識 」

（45.5％）、「自主防災組織の役割と

活動」（40.2％）、「自主防災組織リ

ーダーの役割」（29.8％）など、基

礎的な知識を身につけたいと考え

る人が多い傾向がみられます。また、

「災害時要援護者の避難支援方法」

などへの関心も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域の消防団等との関わりについて＞ 

問１７ あなたの自主防災組織は、地域の消防団とどの程度関わりがありますか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「地域で一緒に訓練を実施して

いる」が 39.3％と最も高くなって

いる一方、「日頃から防災等につい

ての話し合いをしている」は10.2％、

「災害時の役割分担を決めている」

は 9.6％と低く、「地域の消防団員

と面識はあるが、防災について話し

合ったり、一緒に活動したことはな

い」と「地域の消防団員と面識がな

い」という関わりがないと判断され

る回答が合わせて 36.1％となって

います。 

 

 

25.6%

29.8%

14.9%

15.2%

7.2%

13.3%

20.3%

28.1%

14.5%

26.7%

15.1%

13.2%

2.4%

3.2%

45.5%

40.2%

0% 20% 40% 60% 80%

防災に関する基礎知識

自主防災組織の役割と活動

訓練の企画、運営方法

自主防災組織リーダーの役割

他組織との連携事例

防災マップの作成方法

タウンウォッチングの実施方法

各種マニュアルの作成手法

避難所運営の方法

災害時要援護者の避難支援方法

資機材の取り扱い

住民に対する啓発の手法

組織のまとめ方（ファシリテーション能力の向上）

先進的な取組事例

その他

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=7,225）

29.6%

9.6%

14.1%

23.8%

12.3%

4.6%

4.3%

2.0%

39.3%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80%

地域で一緒に訓練を実施している

日頃から防災等についての話し合いをしている

消防団員を兼ねているメンバーがいる

災害時の役割分担を決めている

訓練に限らず、地域の様々な活動を一緒に行っている

地域の消防団員と面識はあるが、防災について話し合ったり、一
緒に活動したことはない

地域の消防団員と面識がない

地域に消防団がない

その他

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=3,436）



 16 

 

問２０ 地域の消防団に期待することは何ですか。〔該当するものすべてを選択〕 

 

「救出・救護に関する知識や技術

を教えて欲しい」（29.8％）、「消火

に関する知識や技術を教えて欲し

い」（29.0％）など、消防団が得意

とする分野への要望が強いですが、

一方で「防災に関する基礎知識を教

えて欲しい」（29.5％）など、幅広

い知識が求められています。 

また、「自主防災組織の活動に積

極的に関わって欲しい」との声も

28.4％を占め、消防団に対する期待

は大きいものと考えられます。 

 

 

 

 

 

29.8%

22.9%

12.3%

16.9%

18.5%

22.2%

28.4%

15.1%

4.8%

9.9%

5.4%

29.5%

29.0%

0% 20% 40% 60% 80%

防災に関する基礎知識を教えて欲しい

消火に関する知識や技術を教えて欲しい

救出・救護に関する知識や技術を教えて欲しい

資機材の取扱い方法を教えて欲しい

訓練の企画方法を教えて欲しい

活動時の安全確保に関するルールを教えて欲しい

地域の避難所・避難路・危険箇所などの情報を教えて欲しい

災害時要援護者の避難支援方法を教えて欲しい

自主防災組織の活動に積極的に関わって欲しい

地域の行事に参加するなど住民との交流をして欲しい

その他

特にない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=5,612）
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＜防災資機材について＞ 

問３８ あなたの自主防災組織では、どのような資機材を保有していますか。 

〔該当するものすべてを選択〕 

 

「避難用（懐中電灯、ヘルメット、

ライフジャケット等）」が 70.8％と

最も高く、次いで「消火用（可搬式

ポンプ、消火器等）」（61.0％）、同

数で「救助用（バール、ジャッキ、

チェーンソー等）」及び「避難所用

（発電機、投光器等）」（55.5％）の

順となっています。 

一方で、「情報伝達用（無線機、

トランシーバ等）」（29.9％）、「炊き

出し用（鍋、カセットコンロ等）」

（37.7％）などは、あまり整備が進

んでいないことがうかがえます。 

 

 

 

 

問３９ 問３８で資機材を１つでも保有していると回答された方にお聞きします。保有されて

いる資機材は、どのような災害を想定して整備しましたか。〔該当するものすべてを選択〕 

 

「地震」が 67.9％と最も高く、

次いで「大規模な火事」（30.3％）、

「洪水（外水氾濫）」（23.7％）の順

となっています。ほとんどの組織で

災害をイメージした資機材整備が

行われていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

55.5%

36.5%

70.8%

48.6%

5.6%

55.5%

37.7%

7.7%

6.2%

2.8%

29.9%

61.0%

0% 20% 40% 60% 80%

情報伝達用（無線機、トランシーバ等）

消火用（可搬式ポンプ、消火器等）

救助用（バール、ジャッキ、チェーンソー等）

救護用（救急セット、ＡＥＤ等）

避難用（懐中電灯、ヘルメット、ライフジャケット等）

搬送用（担架、リヤカー等）

巡視用（車両、自転車等）

避難所用（発電機、投光器等）

炊き出し用（鍋、カセットコンロ等）

その他

持っていない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=9,580）

22.4%

67.9%

15.8%

30.3%

23.2%

6.9%

7.8%

3.4%

23.7%

8.1%

0% 20% 40% 60% 80%

洪水（外水氾濫）

内水氾濫

土砂災害（崖崩れ、土石流、地滑り）

地震

津波

大規模な火事

夜間の災害

その他

特に災害を想定していない

無回答

回答者数（n=2,085）
総回答数（N=4,367）





 25 

 

2-3. 比較集計結果 

  

消防団と自主防災組織のアンケートで類似する設問同士を比較し、双方の認識や状況などに

ついて分析を行っています。 

 

  ○比較１ 消防団に期待することについて双方の認識を比較 

 

消防団では「消火に関する知識や技術」が最も高く、次いで「防災に関する基礎知識」、「自

主防災組織の活動に積極的に関わること」が高く、自主防災組織では｢救出・救護に関する知

識や技術を教えて欲しい｣が最も高く、次いで｢防災に関する基礎知識を教えて欲しい｣、｢消火

に関する基礎知識を教えて欲しい｣となっており、双方の認識は概ね一致しています。 

 

＜問３（消防団）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問２０（自主防災組織）＞ 

 

 

 

39.8%

45.4%

13.5%

25.7%

40.6%

25.7%

52.0%

37.1%

1.9%

0.5%

1.1%

56.0%

67.9%

0% 20% 40% 60% 80%

防災に関する基礎知識を教えること

消火に関する知識や技術を教えること

救出・救護に関する知識や技術を教えること

資機材の取扱い方法を教えること

訓練の企画方法を教えること

活動時の安全確保に関するルールを教えること

地域の避難所・避難路・危険箇所などの情報を教えること

災害時要援護者の避難支援方法を教えること

自主防災組織の活動に積極的に関わること

地域の行事に参加するなど住民との交流をすること

その他

特にない

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=1,535）

29.8%

22.9%

12.3%

16.9%

18.5%

22.2%

28.4%

15.1%

4.8%

9.9%

5.4%

29.5%

29.0%

0% 20% 40% 60% 80%

防災に関する基礎知識を教えて欲しい

消火に関する知識や技術を教えて欲しい

救出・救護に関する知識や技術を教えて欲しい

資機材の取扱い方法を教えて欲しい

訓練の企画方法を教えて欲しい

活動時の安全確保に関するルールを教えて欲しい

地域の避難所・避難路・危険箇所などの情報を教えて欲しい

災害時要援護者の避難支援方法を教えて欲しい

自主防災組織の活動に積極的に関わって欲しい

地域の行事に参加するなど住民との交流をして欲しい

その他

特にない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=5,612）
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  ○比較５ 消防団と自主防災組織との関わりについて双方の認識を比較 

 

双方とも「地域で一緒に訓練を実施している」、「自主防災組織役員（消防団員）を兼ねてい

るメンバーがいる」、「地域の自主防災組織役員（消防団員）とは面識はあるが、防災について

話し合ったり、一緒に活動したことはない」の項目が上位 3位を占めています。また、双方と

も関わりがないと判断される｢地域の自主防災組織役員（消防団員）とは面識はあるが、防災

について話し合ったり、一緒に活動したことはない｣と｢地域の自主防災組織役員（消防団員）

と面識がない｣の回答が合わせて 4 割程度を占めており、互いの組織と接点を持つ必要がある

と考えられます。 

 

＜問７（消防団）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問１７（自主防災組織）＞ 

 

 

20.2%

6.1%

19.6%

25.7%

9.8%

5.8%

2.9%

56.0%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80%

地域で一緒に訓練を実施している

日頃から防災等についての話し合いをしている

自主防災組織役員を兼ねているメンバーがいる

災害時の役割分担を決めている

訓練に限らず、地域の様々な活動を一緒に行っている

地域の自主防災組織役員と面識はあるが、防災について話し
合ったり、一緒に活動したことはない

地域の自主防災組織役員と面識がない

その他

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=585）

29.6%

9.6%

14.1%

23.8%

12.3%

4.6%

4.3%

2.0%

39.3%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80%

地域で一緒に訓練を実施している

日頃から防災等についての話し合いをしている

消防団員を兼ねているメンバーがいる

災害時の役割分担を決めている

訓練に限らず、地域の様々な活動を一緒に行っている

地域の消防団員と面識はあるが、防災について話し合ったり、一
緒に活動したことはない

地域の消防団員と面識がない

地域に消防団がない

その他

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=3,436）
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  ○比較６ 取り組むべき訓練について双方の認識を比較 

 

「避難訓練」、「災害時要援護者の避難支援訓練」、「消火・放水訓練」の項目が上位 3位を占

めており、双方の認識は概ね一致しています。しかし、自主防災組織では、消防団と比較して

全体的に割合が低いものの、実際に訓練している割合と比べると増加している訓練もあり、訓

練の幅を広げようとしていることがうかがえます。 

 

＜問８（消防団）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問１１（自主防災組織）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

21.8%

32.6%

19.9%

52.3%

36.9%

40.8%

21.5%

26.8%

36.1%

30.8%

2.1%

1.6%

1.6%

62.9%

48.3%

0% 20% 40% 60% 80%

避難訓練

災害時要援護者の避難支援訓練

図上訓練

避難所開設・運営訓練

夜間訓練

消火・放水訓練

救出・救助訓練

応急救護訓練

炊き出し訓練

被害情報収集訓練

安否確認訓練

連絡網等を使用した情報伝達訓練

その他

特にない

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=1,643）

9.9%

23.1%

10.6%

29.9%

19.7%

24.8%

21.2%

15.4%

25.8%

19.7%

3.8%

8.2%

3.5%

40.3%

30.0%

0% 20% 40% 60% 80%

避難訓練

災害時要援護者の避難支援訓練

図上訓練

避難所開設・運営訓練

夜間訓練

消火・放水訓練

救出・救助訓練

応急救護訓練

炊き出し訓練

被害情報収集訓練

安否確認訓練

連絡網等を使用した情報伝達訓練

その他

特にない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=6,553）
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  ○比較７ 取り組むべき訓練以外の防災活動について双方の認識を比較 

 

消防団では「防災マップの作成」、「地域の巡回、巡視」、「災害時要援護者台帳等の作成」が

高く、自主防災組織では「備蓄の整備や点検」、「研修会等の開催や参加」、「家屋の耐震化、家

具固定の促進・指導」が高くなっており、双方の認識は一致していない結果となっています。 

 

＜問９（消防団）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問１３（自主防災組織）＞ 

 

 

19.9%

29.7%

25.2%

17.5%

18.8%

30.0%

2.1%

7.2%

4.2%

41.4%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80%

防災マップの作成

防災マニュアルの作成

タウンウォッチング

災害時要援護者台帳等の作成

研修会等の開催や参加

家屋の耐震化、家具固定の促進・指導

火災報知機設置の促進・指導

地域の巡回、巡視

その他

特にない

無回答

回答者数（n=377）
総回答数（N=809）

15.1%

7.5%

6.3%

16.7%

19.1%

21.4%

9.8%

18.8%

9.4%

18.2%

3.0%

15.3%

4.6%

16.4%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80%

防災マップの作成

地区避難計画の作成

避難所運営マニュアルの作成

防災マニュアルの作成

タウンウォッチング

災害時要援護者台帳等の作成

研修会等の開催や参加

備蓄の整備や点検

防災に関する広報紙の作成・配布などの啓発

家屋の耐震化、家具固定の促進・指導

火災報知機設置の促進・指導

地域の巡回、巡視

その他

特にない

無回答

回答者数（n=2,292）
総回答数（N=4,556）










